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１　試験開始の合図があるまで、この冊子の中を見てはいけません。

２　問題は１から４まで、6ページにわたって印刷してあります。

３　計算が必要なときは、この問題用紙の余白を利用しなさい。

４　解答用紙には、受験番号と氏名を書きなさい。

５　解答はすべて解答用紙に書き、解答用紙を提出しなさい。
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２月１日　午 前
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（25分）

かえつ有明中学校



― 1 ―

１ 	 次の会話文を読んで、あとの問いに答えなさい。

先　生：『菜の花や月は東に日は西に』という俳句を知っていますか。
有　子：知っています。江戸時代のえ〜っと誰

だれ

だっけ…
　明　：与

よ

謝
さ

蕪
ぶ

村
そん

の俳句ですね。
有　子：今、言おうと思ったのに。
先　生：今日は、この俳句からわかることを考えてみたいと思います。この句は、1774 年に、

蕪村が、現在の神戸市灘
なだ

区
く

にある六
ろっ

甲
こう

山地の摩
ま

耶
や

山
さん

を訪れたときに作った句です。
さて、蕪村は何月ごろにこの句を作ったのでしょうか。

有　子：（　①　）ころですか。
先　生：その通りです。どうしてそう思いましたか。
有　子：『菜の花や』と始まるからです。
先　生：では、この日の月の形は、どんな形だったでしょうか。
　明　：『月は東に日は西に』とよまれているので、太陽と月と地球の関係を北極の上から

見ると、Aこんな感じでしょうか。
先　生：そうです、そのとおりです。とすると、どんな形になりますか。
　明　：（　②　）だと思います。
先　生：さすがですね。では、太陽と月が出てきましたので、少しカレンダーの話をしま

しょう。今、1年は何日ですか。
有　子：365 日です。
先　生：これは、何を基準に決められていますか。
有　子：（　③　）です。
先　生：ところで、去年はうるう年でしたね。4年に一度 1年を 366 日としていますが、こ

れは、どうしてですか。
　明　：（　③　）が 365 日ピッタリではないからです。
先　生：では、どのくらいの長さだから 4年に一度 366 日にするのですか。
　明　：（　④　）日だからです。
先　生：じつは、与謝蕪村がこの句をつくったころは、月の満ち欠けでカレンダーを作って

いました。月の満ち欠けが一周するのは約 29 .5 日と知られています。
有　子：そうすると、B1 年で実際の季節とずいぶんずれてしまいますね。
先　生：そうなんです。なので、ずれをなおすためにうるう月といって、（　⑤　）年に一

度、うるう 10 月のように一ヶ月増やしていました。
有　子：カレンダーにもいろいろと意味があるのですね。
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（１）	（　①　）にあてはまる月として、もっとも適切なものを、次のア～エから 1つ選び、
記号で答えなさい。

ア　1月　　　 イ　4月　　　ウ　7月　　　エ　10 月

（２）	（　②　）にあてはまる月の形として、もっとも適切なものを、次のア～エから 1つ
選び、記号で答えなさい。

ア　新月　　　イ　上弦
げん

の月　　　ウ　満月　　　エ　下弦の月

（３）	（　③　）にあてはまる言葉を文章の前後のつながりを考えて、答えなさい。

（４）	（　④　）にあてはまる数字を答えなさい。

（５）	 下線部Aにある、明さんが描いた図を解答用紙に答えなさい。このとき、太陽・月・
地球の大小関係と位置関係がおおよそわかるように示しなさい。

（６）	 下線部 Bにある、1年でのずれは何日か、答えなさい。ただし、この計算をするとき、
1年を 365 日とします。

（７）	（　⑤　）にあてはまる数字を答えなさい。
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２ 	 次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。

先　生：前の時間の授業で、俳句に菜の花が出てきたので、菜の花について考えましょう。
菜の花はアブラナと言いますが、東京ではいつごろたねまきをするとよいでしょうか。

有　子：たねまきをして、すぐに花が咲くわけではないと思うので、（　①　）ころですか。
先　生：その通りです。どうして、そう考えましたか。
有　子：発芽の条件を 3つ教わりましたが、土をたがやしたり、水やりをしたりすれば、	

2 つの条件は大丈夫だと考えました。残る一つの（　②　）がちょうどよいのは、
（　①　）ころと考えたからです。

先　生：なるほど、前に教わったことをよく覚えていましたね。では、花の特ちょうについ
て思い出してみましょう。なにか覚えていることはありますか。

　明　：花びらの 1枚 1枚が離れていたので、（　③　）と似ているな、と思いました。
先　生：なるほど、明さんは花びらのようすに気がついたのですね。

（１）	（　①　）にあてはまる月として、もっとも適切なものを、次のア～エから 1つ選び、
記号で答えなさい。

ア　1月　　　 イ　4月　　　ウ　7月　　　エ　10 月

（２）	（　②　）にあてはまる言葉を答えなさい。

（３）	（　③　）にあてはまるものとしてもっとも適切なものを、次のア～エから 1つ選び、
記号で答えなさい。

ア　スギ　　　イ　シメジ　　　ウ　アサガオ　　　エ　サクラ

（４）	（３）のア〜エのうち、なかまのふやしかたが異なるものを 1つ選び、記号で答えな
さい。

（５）	 アブラナのように、花びらが 1枚ずつ離れている花のことを何といいますか。
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３ 	 次の文章を読んで、あとの問いに答えなさい。

実験１	 試験管に入れたスチールウールにうすい塩酸を加えたところ、次の変化が見られま
した。

　　　　　①　さかんにあわが出た
　　　　　②　試験管があたたかくなっていた
　　　　　③　スチールウールがとけて見えなくなってしまった

この変化について、3人が試験管で何が起きているかを予想しました。

よしこさんの予想 スチールウールが別のものに変化して、とけている

明さんの予想 スチールウールがあわ（気体）になって空気中に出ていった

有子さんの予想 食塩のように塩酸にとけこんだ

そこで、誰の予想が合っているか、さらに実験をしました。

実験ア	 実験１の試験管の口にマッチの火を近づけたところ、ポンと音がして、一
いっ

瞬
しゅん

試験
管の口から炎

ほのお

がでて、試験管の口のまわりがくもった。
実験イ	 実験１の変化が終わったあとの水よう液を蒸発皿にとり、ガスコンロで加熱して、

水を蒸発させたところ、黄色い粉が残った。
実験ウ	 実験イでできた黄色い粉にうすい塩酸を加えたところ、とけたけれどあわは出な

かった。また、試験管があたたかくならなかった。

実験アの結果から、発生した気体は（　ⅰ　）であり、（　ⅱ　）さんの予想がちがうこと
がわかります。また、実験イの結果から、（　ⅲ　）色のスチールウールとはちがう黄色の
粉が取れたことから、（　ⅳ　）さんの予想がちがうことがわかります。実験ウの結果から、
水よう液から取り出した黄色い粉は、スチールウールとはちがうものであることが明らかに
なったので、（　ⅴ　）さんの予想が確からしいことが判断できます。

（１）	（　ⅰ　）〜（　ⅴ　）にあてはまる言葉や生徒の名前を答えなさい。

（２）	 水よう液から取り出した黄色い粉とスチールウールが別のものであると判断した	
色以外の理由を解答らんのことばに続けて説明しなさい。
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４ 	 『知の巨
きょ

人
じん

』と呼ばれた古代ギリシヤの偉
い

大
だい

なる哲
てつ

学
がく

者のアリストテレスは、「重いも
のは軽いものよりも速く落下する」と言いました。ほんとうにそうなのか考えていき
ましょう。

（１）	 小さな石と、大きな石を同時に落とすとき、どちらが先に落ちるのか、もしくは同じ
速さで落ちるのか、ちがいがわかりません。しかし、たて 30cm×横 21cmの分厚い
雑誌と、直径 10cmくらいのゴム風船を同時に落とすと、明らかに、雑誌のほうが速
く落ちます。それは、落ちる時に受ける空気の抵

てい

抗
こう

が原因です。それでは、そのゴム
風船とその雑誌を同じ速さで落とすためには、どうしたらよいか、答えなさい。ただ
し、ゴム風船は、空気をぬいたり、水を入れたりせず、そのまま落とします。また、
セロテープなどの接

せっ

着
ちゃく

剤
ざい

や、他のものは一切使えません。なお、この実験は、部屋
の中で行いますので、部屋の空気をぬき、真空にすることもできません。

	 次に空気抵抗がない状態を考えます。

（２）	 ここでは、アリストテレスの述べていることが正しいものとして考えます。空気抵抗
がない状態で、軽い石と重い石を同時に落としたとき、アリストテレスが言うように、
重い石が速く落ちることになります。今、軽い石Ａと重い石Ｂがあります。その 2つ
を軽いひもでつなげて落とすと、落ちる速さは、Ａ、Ｂそれぞれをばらばらに落とし
た時の速さと比べてどうなると考えられますか。それぞれの落ちる速さと、ひもでつ
ながれていることをふまえて、あとのア〜ウから記号を 1つ選び、理由とともに答え
なさい。

ア	 ＡとＢをひもでつなげたものは、Ａより速く落ちるが、Ｂよりはゆっくり落ちる
イ	 ＡとＢをひもでつなげたものは、Ｂと同じ速さで落ちる
ウ	 ＡとＢをひもでつなげたものは、Ｂより速く落ちる

おとす。

石Ａ 石Ｂ
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（３）	 今、ＡとＢの重さを足した重さの石Ｃがあります。アリストテレスの考えでは、Ｃは
Ｂより重いので、Ｂ単独で落とした時より速く落ちることになります。この話の結論
と（２）の結論が同じか、矛

む

盾
じゅん

するか、解答らんのどちらかに〇をつけなさい。また、
そのことから、重さと落ちる速さの関係について言えることは何か、あなたの考えを
答えなさい。



受　験　番　号 氏　　　　　名

理　科　　解答用紙
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※らんには何も記入しないこと

※

※

※

※

※

2021 年度　2月 1日午前　2科・4科入試

（１）

２

（１） （２）

（３） （４） （５）

　スチールウールは、塩酸を加えると

　黄色い粉は、塩酸を加えると

（　同じ　・　矛盾する　）
むじゅん

４

（３）

（２）

記号  理由

 言えること

３

（１）

（２）

ⅰ ⅱ

ⅳ ⅴ

ⅲ

１

（１） （２） （３）

（５）日　

（４）

（６）

（７）


